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《聖大金曜》 

ハリストスよ、我等爾の苦に

伏拜す、ハリストスよ、我等

爾の苦に伏拜す、ハリストス

よ、我等爾の苦に伏拜す、爾

の光榮なる復活をも我等に

顯し給へ。 

（聖大金曜日早課 第十五倡

和詞） 

《聖大パスハ》 

復活の日、人人よ、己を照

すべし、「パスハ」は主の

「パスハ」なり、ハリスト

ス神は凱歌を奉る我等を

死より生命に、地より天に

移したればなり。 

（聖大パスハ早課 カノン

第一歌頌 イルモス） 

《聖大スボタ》 

ハリストスよ、爾は

生命にして柩に置

かれ、爾の死にて死

を滅し、世界に生命

を流し給へり。 

（聖大スボタ早課 

讃美詞 第一段） 
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主
の
遜
り
こ
そ
私
た
ち
の
希
望 

司
祭 

ル
カ 

田
畑
隆
平 

「
究

極

の
遜

り
」
（Ά

κ
ρ

α
 

Τ
α

π
είν

ω
σ

η
 

/ 

E
x
tre

m
e

 H
u

m
ility

）
と
い
う
イ
コ
ン
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
イ
コ
ン
は
１２
世
紀
の
半
ば
に
初
め
て
書

か
れ
た
そ
う
で
す
が
、
こ
の
イ
コ
ン
に
は
十
字
架

は
書
か
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
ハ
リ
ス
ト
ス
は
磔
に

さ
れ
て
お
ら
ず
、
ハ
リ
ス
ト
ス
は
立
っ
た
姿
で
目

を
閉
じ
、
力
無
く
首
を
垂
れ
て
お
り
、
一
見
す
る

と
、
ど
の
状
況
が
書
き
表
さ
れ
た
も
の
な
の
か
よ

く
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
は
当
然
で
、
実

は
、
こ
の
イ
コ
ン
は
聖
大
金
曜
日
の
出
来
事
を
包

括
的
に
表
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

聖
大
金
曜
日
と
言
え
ば
ハ
リ
ス
ト
ス
の
十
字
架

刑
を
記
憶
す
る
日
で
す
が
、
こ
の
日
ハ
リ
ス
ト
ス

は
十
字
架
に
磔
に
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
日

の
う
ち
に
（
第
九
時
＝
午
後
３
時
）
息
を
引
き
取

ら
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
聖
大
金
曜
日
に
記
憶
さ

れ
る
ハ
リ
ス
ト
ス
の
受
難
は
、
人
々
か
ら
見
捨
て

ら
れ
裁
か
れ
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
死
を
も
含
み
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

イ
コ
ン
は
、
裸
の
ハ
リ
ス
ト
ス
が
十
字
架
の
前
に
立

ち
姿
で
書
か
れ
る
と
共
に
、
そ
の
手
と
脇
腹
に
は 

既
に
釘
と
槍
の
跡
が
あ
り
、
体
は
棺
に
納
め
ら

れ
、
死
者
と
し
て
力
無
く
首
を
垂
れ
て
、
目
を
閉

じ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
イ
コ
ン
は
ハ
リ
ス

ト
ス
の
十
字
架
と
死
の
両
方
を
組
み
合
わ
せ
て

表
し
た
も
の
な
の
で
す
。 

と
は
言
え
、
こ
の
イ
コ
ン
が
単
に
ハ
リ
ス
ト
ス
の

受
難
と
死
だ
け
を
表
現
し
た
も
の
か
と
言
え
ば
、

決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
こ
の
イ
コ
ン
が
教
え
る
の

は
、
「究
極
の
遜
り
」
こ
そ
が
復
活
を
も
た
ら
し
た

と
い
う
救
い
の
秘
儀
な
の
で
す
。 

 

ハ
リ
ス
ト
ス
の
復
活
に
与
か
る
こ
と
を
望
む
私

た
ち
は
、
ハ
リ
ス
ト
ス
に
倣
い
「
究
極
の
遜
り
」
を

生
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
も
し
私

た
ち
が
、
彼
に
結
び
つ
い
て
そ
の
死
の
様
に
等
し

く
な
る
な
ら
、
さ
ら
に
、
彼
の
復
活
の
様
に
も
等

し
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
（
ロ
マ
６
：
５
）
と
言
わ
れ

る
通
り
で
す
。
と
は
言
え
、
ハ
リ
ス
ト
ス
の
死
に
倣

う
な
ど
、
自
分
に
は
と
て
も
出
来
そ
う
も
な
い
ど

こ
ろ
か
、
出
来
る
こ
と
な
ら
避
け
た
い
と
す
ら
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の
世
は
楽
園
で

は
な
く
、
私
た
ち
は
必
ず
こ
の
世
の
困
難
や
悲
し

み
に
向
き
合
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
ハ
リ

ス
ト
ス
は
そ
の
よ
う
な
こ
の
世
の
苦
難
を
、
死
に

至
る
ま
で
忍
耐
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
「
究

極
の
遜
り
」
こ
そ
が
、
復
活
を
も
た
ら
し
た
の
で

す
。
故
に
私
た
ち
ハ
リ
ス
ト
ス
を
信
ず
る
者
は
、
こ

の
世
の
困
難
が
必
ず
復
活
に
変
わ
る
と
信
じ
ま

す
。
た
と
え
こ
の
世
の
安
易
な
慰
め
を
得
ら
れ
な

く
と
も
、
私
た
ち
は
ハ
リ
ス
ト
ス
に
希
望
を
置

き
、
耐
え
抜
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
苦
し
み
は
、
必

ず
復
活
に
変
わ
り
ま
す
。
ハ
リ
ス
ト
ス
、
復
活
！ 

ハ
リ
ス
ト
ス
が
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
際
、
そ

の
罪
状
書
き
に
は
「IN

R
I

（
イ
ウ
デ
ヤ
人
の
王
、
ナ

ザ
レ
ト
の
イ
イ
ス
ス
）
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
イ
コ
ン
で
は
、
そ
こ
に
「ΟΒ

C
Λ

Τ
Δ

Ξ

（
光
栄
の
王
）
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち

こ
の
イ
コ
ン
は
ハ
リ
ス
ト
ス
の
受
難
の
み
な
ら
ず
、

ハ
リ
ス
ト
ス
は
十
字
架
の
死
と
い
う
「
究
極
の
遜

り
」を
通
し
て
、
死
を
滅
ぼ
し
て
復
活
さ
れ
た
「光

栄
の
王
」で
あ
る
と
い
う
こ
と
ま
で
を
示
し
て
い 「究極の遜り」のイコン 
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枝
の
飾
り
付
け
奉
仕
作
業 

 

大
斎
は
40
日
間
続
き
ま
す
が
、
教
会
で
は
そ

の
中
日
と
な
る
大
斎
第
３
主
日
に
主
の
十
字

架
を
記
憶
し
、
花
で
飾
ら
れ
た
十
字
架
に
叩
拝

（
伏
拝
）
し
て
主
の
業
を
讃
え
る
と
共
に
、
復
活

へ
の
希
望
を
新
た
に
い
た
し
ま
す
。 

 

仙
台
教
会
で
は
３
月
１５
日
㈰
に
十
字
架
叩

拝
の
主
日
を
お
祝
い
し
、
聖
堂
中
央
に
置
か
れ

た
主
の
十
字
架
に
参
祷
者
全
員
で
伏
拝
し
ま

し
た
。
ま
た
、
当
日
の
聖
体
礼
儀
の
神
品
領
聖

中
に
は
、
大
斎
中
に
も
拘
ら
ず
こ
の
日
の
カ
ノ

ン
の
イ
ル
モ
ス
に
指
定
さ
れ
て
い
る
聖
大
パ
ス
ハ

の
イ
ル
モ
ス
を
歌
い
ま
し
た
。
な
お
、
十
字
架
へ

の
伏
拝
は
そ
の
週
の
金
曜
ま
で
毎
日
続
け
ら
れ

ま
し
た
。 

大

パ
ニ
ヒ
ダ
（
仙

台

） 

 

仙
台
教
会
で
は
、
３
月
８
日
㈰
の
月
例
パ
ニ

ヒ
ダ
に
併
せ
て
東
日
本
大
震
災
で
永
眠
さ
れ

た
方
を
記
憶
し
、
ま
た
、
１１
日
㈬
の
先
備
聖
体

礼
儀
終
結
後
に
被
災
永
眠
者
の
為
の
リ
テ
ィ
ヤ

を
献
じ
ま
し
た
。 

 

教
会
で
は
、
信
者
と
そ
の
血
縁
の
被
災
永
眠 

東
日
本
大
震
災
被
災
永
眠
者
の 

パ
ニ
ヒ
ダ
と
リ
テ
ィ
ヤ 

３
月
２２
日
㈰
の
聖
体
礼
儀
後
に
、
聖
枝
祭

で
使
わ
れ
る
枝
の
飾
り
つ
け
作
業
が
婦
人
会
を

中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
最
近
教
会
に

通
わ
れ
て
い
る
入
信 

十

字

架

叩

拝

の
主

日 

 
２
月
２７
日
㈮
に
行
わ
れ
た
大
斎
初
週
金
曜

の
先
備
聖
体
礼
儀
の
最
後
に
、
聖
大
致
命
者
フ

ェ
オ
ド
ル
・
テ
ィ
ロ
ン
を
記
憶
し
て
糖
飯
祝
福
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

糖

飯

祝

福

式 

正
教
会
で
は
、
大
斎
の
第
２
、
第
３
、
第
４

ス
ボ
タ
（
土
曜
日
）
は
死
者
を
記
憶
す
る
日
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
仙
台
教
会
で
は
、
３
月
２１
日

㈯
に
大
パ
ニ
ヒ
ダ
を
行
い
、
毎
月
の
月
例
パ
ニ

ヒ
ダ
で
記
憶
さ
れ
て
い
る
永
眠
者
の
全
員
と
、

当
日
参
祷
さ
れ
た
海
外
出
身
の
方
の
先
祖
を

記
憶
し
て
、
彼
等
の
永
遠
の
記
憶
を
祈
り
ま
し

た
。 

希
望
の
方
も
お
手

伝
い
く
だ
さ
り
、
昼

食
も
共
に
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
年
の
聖
枝
祭

は
４
月
５
日
㈰
に

行
わ
れ
ま
す
。 

者
は
把
握
し
て
お
り

ま
す
が
、
信
者
の
知

人
ま
で
は
把
握
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

当
日
は
受
付
に
記
憶

の
申
込
用
紙
を
用
意

し
、
信
者
の
血
縁
以

外
の
方
も
併
せ
て
お

祈
り
し
ま
し
た
。 
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白
河
正
教
会
だ
よ
り 

白
河
教
会
で
は
２
月
２８
日
㈯
か
ら
３
月
１

日
㈰
に
か
け
て
司
祭
の
巡
回
が
あ
り
、
１
日
に

は
大
斎
最
初
の
主
日
で
あ
る
「
正
教
勝
利
の
主

日
」を
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

大
斎
中
の
主
日
聖
体
礼
儀
は
「
聖
大
ワ
シ
リ

イ
聖
体
礼
儀
」
と
な
り
、
司
祭
の
祝
文
が
と
て

も
長
く
、
聖
歌
の
速
さ
を
祝
文
に
合
わ
せ
る
の

が
と
て
も
難
し
い
の
で
す
が
、
田
畑
が
数
年
前

の
聖
歌
研
修
会
で
お
配
り
し
た
祝
文
を
載
せ

た
資
料
を
保
管
し
て
お
ら
れ
、
見
返
し
、
理
解

し
た
上
で
祈
祷
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
聖
体
礼
儀
後
に
は
「
春
の
総
パ
ニ
ヒ

ダ
」
が
行
わ
れ
、
白
河
教
会
の
先
人
た
ち
の
永

遠
の
記
憶
を
祈
り
ま
し
た
。 

 

中
新
田
教
会
で
は
３
月
８
日
㈰
の
代
式
祈

祷
後
に
パ
ス
カ
ル
エ
ッ
グ
（イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
）

の
オ
ブ
ジ
ェ
作
り
を
し
ま
し
た
。
中
身
を
抜
い

た
卵
の
殻
に
シ
ー
ル
な
ど
を
貼
っ
て
き
れ
い
に

（
か
わ
い
く
）
飾
り
付
け
を
し
て
、
鉢
の
中
に
お

花
と
一
緒
に
飾
り
ま
し
た
。 

 
正
教
会
で
は
、
大
斎
の
第
５
ス
ボ
タ
（
土
曜

日
）
を
「
ア
カ
フ
ィ
ス
ト
の
ス
ボ
タ
」
と
言
い
、
そ

の
祈
り
（
早
課
）
の
中
に
ア
カ
フ
ィ
ス
ト
と
呼
ば

れ
る
讃
歌
が
組
み
込
ま
れ
、
様
々
な
表
現
を
用

い
て
生
神
女
を
繰
り
返
し
讃
え
ま
す
。 

 

仙
台
教
会
で
は
３
月 

ア
カ
フ
ィ
ス
ト
の
ス
ボ
タ 

２７
日
㈮
の
夕
方
５
時

よ
り
「
ア
カ
フ
ィ
ス
ト

の
ス
ボ
タ
」
の
早
課
と

一
時
課
が
献
じ
ら
れ

ま
し
た
。 

何年も前から定期的に教会に通い

宗教民俗学的な観点から日本正教会

について調べてこられた研究者の佐

崎愛さんと、昨年から教会に通い洗

礼に向けて学んでこられた吉川光真

さんのお二人が離仙されるため、３月

１５日㈰の聖体礼儀後に聖歌隊によっ

て送別会が開かれました。 

生神女福音祭 
（仙台教会堂祭） 

４月７日㈫９：００ 

晩課聖体礼儀 

今年の生神女福音祭は聖

大火曜日と重なるため、晩

課聖体礼儀となります。 
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○
聖
堂
内
献
金 

七
五
、
一
二
二
円 

○
聖
名
祭
感
謝
献
金 

三
千
円 
山
本
理
惠
子
、
田
畑
良
平 

二
千
円 

昆
守 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

一
万
円 

本
多
弘
子
、
大
立
目
謙
直
、
伊
藤
智
子 

五
千
円 

本
多
弘
明
、
大
立
目
潤
子
、
荻
生
征
子
、 

勝
又
良
樹 

三
千
円 

永
山
恵
子
・ち
ゑ
、
永
元
道
子
、
山
本 

理
惠
子
、
早
坂
盤
、
千
葉
温
、
大
窪
仁
、 

山
田
喜
美
雄
、
若
松
亮
一
、
高
橋
秋
子
、 

西
海
枝
康
子 

二
千
円 

岡
崎
雄
俊 

千
円 

 

岡
崎
雄
俊
、
佐
々
木
隆
、
高
橋
ゆ
り 

○
四
十
日
祭
献
金 

五
万
円 

八
文
字
則
子
（
積
子
姉
） 

○
会
報
感
謝
献
金 

三
千
円 

伊
藤
秋
恵
、
伊
藤
智
子 

○
降
誕
祭
献
金 

一
万
円 

入
野
武
彦 

五
千
円 

伊
藤
智
子
、
勝
又
稚
佳
子
、
勝
又
百
々
子 

○
感
謝
献
金 

五
千
円 

及
川
聡
子 

※
敬
称
略 
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日時：４月５日㈰聖体礼儀後 

場所：仙台ハリストス正教会 

希望される方は当日受付 

にお申し出ください。 

 
教会では、復活祭を迎えるために様々な作業

を予定しています。多くの方のご奉仕が必要

です。ご協力をよろしくお願いいたします。 

聖大木曜・金曜・スボタ（土曜）の奉事予定 

○４月５日㈰ 聖体礼儀終了後 

聖堂清掃、白布アイロン掛け 

○４月１０日㈮ 

  11 時 卵染め 

  19 時半頃から 聖堂模様替え 

 

ご奉仕のお願い 

４月８日㈬ １７：００ 聖大木曜早課（機密の晩餐、イウダの裏切り） 

４月９日㈭ 

９：００ 
聖大木曜晩課聖体礼儀（機密の晩餐。今後一年

間の病者領聖に用いられる予備聖体の成聖） 

１７：００ 
聖大金曜早課（大十字架を前に受難の十二福音

の誦読） 

４月１０日㈮ 
１５：００ 聖大金曜晩課（祈祷の最後に就寝聖像を捧出） 

１７：００ 聖大スボタ早課（主の墓の前で哀歌を捧げる） 

４月１１日㈯ ９：００ 
聖大スボタ晩課聖体礼儀（主の陰府降りと復活

の日の到来） 

 



                       

４月聖名日 

モレーベンのご案内 
４月２６日㈰聖体礼儀後 

４月の聖名日モレーベンに該

当する方々です。ぜひご参祷く

ださい。 
▲聖フォティナ 

 （スヴェトラーナ） 
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聖名日 聖   名  氏    名（敬称略） 

4/1 ハリサンプ（聖致命者） 大立目謙直 

4/1 ダリヤ（聖致命女） 小堀遥奈、山村清子 

4/2 フォティナ（聖致命女） 佐藤千広、門間由紀子、遊佐珠子 

4/14 マリヤ（エギペトの克肖女） 渡辺由香里 

4/15 フェオドラ（パレスチナの聖致命女） 佐藤三千代 

4/19 メフォディ（スラブの光照者亜使徒） 佐々木洋平 

4/19 マトロナ（モスクワの福者） 土田みつ 

4/29 ニカ（聖致命女） 勝又 礼、今野舞亜 

4/29 カリイサ（コリントの聖致命女） 菅原佳代子 

4/29 テレジヤ（リジュー） 高橋早苗 

 

▲聖致命者ハリサンプと 

その妻聖ダリヤ 

聖フォティナ 

４月２日に記憶される聖フォティナ

は、またの名をスヴェトラーナと言い、

聖書には名前は出てきませんが、イオ

アン伝４章に登場する「サマリヤの女」

のことです。イヤコフの井戸で主に出会

った彼女は、町の人々に「この人がハリ

ストスかもしれない」と伝えました。この

ことから、彼女は最初に福音を宣べた

者と言われています。聖フォティナは酷

い拷問を受けた後、最後は井戸に投げ

込まれて致命しました。 

光明週間の奉神礼について 

聖大パスハからの一週間を「光明週間」と

言い、正教会ではこの一週間を通してパスハ

の一日が継続していると理解されます。 

この週の奉神礼は全てパスハに準じてお

り、聖書の読みの箇所等一部が変わるだけ

で、基本的にはパスハ当日と同じです。 

少ししか実施できませんが、ぜひご参祷く

ださい。 

今年も復活祭を迎えられたことに感謝 

して、復活祭献金をお捧げしましょう！ 



                       

執 

事 

会 

報 

告 
日
時
：
令
和
８
年
３
月
１０
日
午
後
２
時
～
３
時
半 

場
所
：会
館
３
階
会
議
室 

一
、
報
告
事
項
（
抜
粋
） 

・２
／
17
㈫ 

執
事
会 

・２
／
18
㈬ 

伝
道
会 

・２
／
20
㈮‐

２１
㈯ 

田
畑
中
新
田
巡
回 

・２
／
22
㈰ 

聖
堂
模
様
替
え
、
赦
罪
の
晩
課 

・２
／
23
㈪‐

２７
㈮ 

大
斎
初
週
祈
祷 

・２
／
28
㈯‐

３
／
１
㈰ 

田
畑
白
河
巡
回 

・３
／
１
㈰ 

聖
堂
清
掃
、
赤
ラ
ン
パ
ー
ド
洗
浄 

・３
／
６
㈮ 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
点
検 

・３
／
８
㈰ 

月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
、
震
災
パ
ニ
ヒ
ダ 

二
、
協
議
事
項 

⑴
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
電
球
交
換
の
件 

平
塚
兄
が
鹿
島
に
依
頼
。
３
月
１７
日
に
調
査
予

定
。
※
電
球
の
数
は
３６
個
で
は
な
く
３２
個
。 

⑵
模
様
替
え
振
り
返
り 

 

問
題
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。 

⑶
震
災
パ
ニ
ヒ
ダ
振
り
返
り 

 

教
会
で
把
握
し
て
い
な
い
信
徒
の
知
人
も
記
憶 

す
る
た
め
、
記
憶
の
申
込
用
紙
を
用
意
し
た
と
こ

ろ
、
記
入
が
あ
っ
た
。
今
後
も
継
続
し
た
い
。 

⑷
枝
の
準
備
の
件 

 

３
／
２２
㈰
に
奉
仕
作
業
。
昼
食
を
用
意
す
る
。

枝
の
費
用
は
120
本
一
万
八
千
円
。 

⑸
進
学
・進
級
モ
レ
ー
ベ
ン
の
件 

 

小
学
生
以
下
は
文
具
、
中
高
生
に
は
図
書
カ
ー

ド
を
贈
る
。
当
日
、
受
付
に
申
込
用
紙
を
置
く
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
婦
人
会
、
シ
ー
ル
は
田
畑
が
用

意
。 

⑹
聖
大
パ
ス
ハ
の
件 

・
就
寝
聖
像
用
の
花
の
献
金
箱
・
用
紙
を
用
意
。

花
は
婦
人
会
が
注
文
。 

・
ラ
ン
パ
ー
ド
グ
ラ
ス
洗
浄
奉
仕
を
３
／
１
㈰
代

式
祈
祷
後
に
実
施
。
赤
・
青
共
に
破
損
に
よ
り
数

が
減
っ
て
い
た
た
め
補
充
し
た
。 

・
大
掃
除
、
白
布
ア
イ
ロ
ン
が
け→

４
／
５
㈰
聖

枝
祭
の
日
に
行
う
。 

・
卵
染
め→

４
／
10
に
行
う
。
卵
は
200
個
を
目

安
と
す
る
が
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。 

・模
様
替
え→

４
／
10
、
聖
大
ス
ボ
タ
早
課
後
。 

・
聖
体
礼
儀
後
の
祝
賀
会→

今
年
も
３
階
を
使

用
す
る
。
オ
ー
ド
ブ
ル
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
等
。 
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消 
 

 
 

息 

永
眠 

二
月
二
十
五
日 

【中
新
田
教
会
】 

ワ
シ
リ
イ 

早
坂 

幸
男 

兄
（
９７
歳
） 

永
遠
の
記
憶 

三
月
八
日 

【白
河
教
会
】 

リ
ュ
ボ
フ 

細
谷 

よ
志
ゑ 

姉
（
１０７
歳
） 

永
遠
の
記
憶 

４
月
２１
日
㈫ 

 

・
大
パ
ニ
ヒ
ダ
（聖
堂
）…

１０
時 

 

・
み
や
ぎ
霊
園…

１１
時
頃 

 

・
葛
岡
霊
園…

１１
時
４５
分
頃 

４
月
２２
日
㈬ 

 

・
北
山
霊
園…

１０
時
３０
分
頃 

 

・
い
ず
み
霊
園…

１１
時
４５
分
頃 

※
右
記
以
外
で
の
墓
地
祈
祷
は
日
程
を
調

整
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
教

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

復
活
祭
後
の
墓
地
祈
祷
の
ご
案
内 



○
白
河
教
会 

5
日
㈰ 

主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

17
日
㈮ 

清
掃
、
聖
歌
練
習
、 

復
活
祭
準
備
、
卵
染
め
（９
時
３０
分
） 

１９
日
㈰ 

聖
大
パ
ス
ハ
聖
体
礼
儀
（９
時
３０
分
） 

【墓
地
祈
祷
】寒
晒
山
墓
地
、
羅
漢
山
墓
地 

 

○
中
新
田
教
会 

１２
日
㈰ 

主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

２４
日
㈮ 

卵
成
聖
、
【墓
地
祈
祷
】 

 

聖
大
パ
ス
ハ
早
課
（
17
時
） 

２５
日
㈯ 

聖
大
パ
ス
ハ
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 

【墓
地
祈
祷
】 

                       

 
○
仙
台
教
会 

3
日
㈮ 
ラ
ザ
リ
の
ス
ボ
タ
早
課
（
17
時
） 

4
日
㈯ 
ラ
ザ
リ
の
ス
ボ
タ
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

聖
枝
祭
徹
夜
祷
（
17
時
） 

5
日
㈰ 

聖
枝
祭
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

書
札 

フ
ィ
リ
ッ
ピ
247
端
４
：４‐

９ 

福
音 

イ
オ
ア
ン
41
端
12
：１‐

18 

◎
進
級
・
進
学
モ
レ
ー
ベ
ン 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

 

聖
大
月
曜
花
婿
の
早
課
（
17
時
） 

    

聖
大
水
曜
花
婿
の
早
課
（
17
時
） 

8
日
㈬ 

聖
大
木
曜
早
課
（
１７
時
） 

9
日
㈭ 

聖
大
木
曜
晩
課
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

 

聖
大
金
曜
早
課
＝
十
二
福
音
（
17
時
） 

１０
日
㈮ 

聖
大
金
曜
晩
課
＝
像就

捧寝

出聖
（
15
時
） 

 

聖
大
ス
ボ
タ
早
課
＝
葬主

りの
（
17
時
） 

11
日
㈯ 

聖
大
ス
ボ
タ
晩
課
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

１２
日
㈰ 

聖
大
パ
ス
ハ
主
日
晩
課
（
13
時
３０
分
） 

１３
日
㈪ 

光
明
月
曜
日
聖
体
礼
儀
（
１０
時
） 

１４
日
㈫ 

光
明
火
曜
日
早
課
（９
時
） 

定
例
執
事
会
（
１４
時
） 

１８
日
㈯ 

光
明
ス
ボ
タ
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

※
徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

第
１
調 

19
日
㈰ 

主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

書
札 

聖
使
徒
行
実
１４
端
５
：
１２‐

２０ 
福
音 

イ
オ
ア
ン
６５
端
２０
：
１９‐

３１ 

２１
日
㈫ 
大
パ
ニ
ヒ
ダ
（
１０
時
） 

【墓
地
祈
祷
】み
や
ぎ
霊
園
、
葛
岡
霊
園 

２２
日
㈬ 

【墓
地
祈
祷
】北
山
霊
園
、
い
ず
み
霊
園 

２５
日
㈯ 

※
徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

第
２
調 

２６
日
㈰ 

聖
携
香
女
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

書
札 

聖
使
徒
行
実
１６
端
６
：１‐
７ 

福
音 

マ
ル
コ
６９
端
１５
：
４３‐

１６
：８ 

◎
聖
名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン 

４月の予定（仙台教会） 

【月例パニヒダ】5㈰ 

【進学・進級感謝祈祷】5㈰ 

【聖名祭感謝祈祷】26㈰ 

【聖歌隊】（練習）5㈰、26㈰ 

（発声）19㈰13 時半 

【伝道会】15㈬、19 時 
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※会報に掲載の写真でご希望のものがあればプリントしますので遠慮なくお申し出ください。 

４
月
の
行
事
・奉
事
予
定 

復活祭後の廻家祈祷のご依頼は、 

遠慮なく神父までご連絡ください。 

11
日
㈯ 

痛
悔
機
密
（
２２
時
30
分
） 

夜
半
課
・十
字
行
（
２３
時
30
分
） 

１２
日
㈰ 

早
課
・時
課
・聖
体
礼
儀
（０
時
） 

 
 
 

書
札 

聖
使
徒
行
実
１
端
１
：１‐

８ 

 
 
 

福
音 

イ
オ
ア
ン
１
端
１
：１‐

１７ 

 

祈
祷
後
、
会
館
３
階
に
て
祝
賀
会 

主の復活大祭 

《
生
神
女
福
音
祭
》 

仙
台
教
会
堂
祭 

6
日
㈪ 

晩
堂
大
課
・
早
課
・一
時
課
（
17
時
） 

7
日
㈫ 

晩
課
聖
体
礼
儀
（
９
時
） 


